
ーブログ記事作成マニュアル 

この度は、当サイトブログ記事作成のお仕事を引き受けてくださり、誠にありがとうございます。 
これより、記事作成に取りかかっていただきたく思っておりますが、何点か注意点がございます。

絶対に守っていただきたい＜ルール＞、＜良い記事とは？＞という項目の２段落構成にしており
ますので、まずは＜ルール＞の遵守を徹底していただきたく思います。 

＜良い記事とは＞の項目は、『アクセスの集まる記事』というところに着目してつくってあります。
最初はもしかしたら難しいかもしれないのですが、参考サイトなどを挙げて説明していきますの
で、ぜひ読んでいただき、素晴らしい記事を目指していただきたく思います。 

もちろん、１記事に単価等は上達に応じて上げて参りますので、一緒に頑張っていきましょう！ 

今後ともよろしくお願い致します。では、マニュアルに入っていきます。 

＜ルール＞ 

■ コピペは絶対に禁止 

言わずもがなだとは思いますが、コピー&ペーストは絶対に禁止です。 
インターネットの記事やコンテンツから一部をコピーして貼付ける、という行為は、近年厳しく
監視されています。  

これがバレてしまった場合、サイトそのものがブラウザ上から削除されてしまいます。 

記事の作成中に言葉に困ったら、うまくいかなくてもなんとか自分の言葉でまとめるようにして
ください。 

■ 1000字以上 

慣れるまでは1000文字はなかなか難しく感じられるかもしれませんが、1ヶ月程度毎日記事を書
く習慣がつけば、1000文字くらいスラスラと書けるようになって参ります。 

疲れることと思いますが、最初は頑張って1000文字以上を目指してみてくださいね。 

■ キーワード通りに書く 

記事に書くタイトルはこちらで決めさせていただきます。 
（タイトル付けは難しいですので、こちらで書いて欲しいことを提示しますね） 



その際に、タイトルに入っているキーワードに沿って記事を書くようお願い致します。詳しくは後
ほど＜良い記事とは＞の項目で説明しますが、『タイトルと全く関係のないことを書かない』と
いうことを意識してほしいと思います。 

詳細は後ほど説明しますね。 

■ NGワード 

記事を書く際には、NGワードというものが存在します。 
これを例え誤ってでも使ってしまうと、先程も申しました通り、サイトが消されてしまうという
重いペナルティを受ける対象になってしまいます。 

NGワードを以下に記載致しますので、充分すぎるほど注意してくださいね。 

性的な内容 
タバコ 
暴力団 
殺人 
死去 
飲酒 
麻薬 

＜良い記事とは？＞ 

～なぜ世の中に『記事』というものが存在しているのでしょうか？～ 

続いては、良い記事、アクセスの集まりやすい記事についてです。 

インターネットが普及した今、誰でも日常的に知りたいことがあったときや困ったときには、ス
マートフォンやパソコンでサクッと調べられる時代になりました。 

きっと、ちょっとした疑問をネットで調べた経験が誰でもあると思います。 

つまり、私たちが作成する記事は、「誰かの疑問や困ったことを解決してあげる」記事でなくて
はならないわけです。 

なので、上の＜ルール＞の項目でも少し触れました通り、指定されたタイトルの答えを提供してあ
げられるような記事というものを徹底して書いていく必要があります。 



では、具体的にどうやって検索者が知りたいことを教えてあげられる記事を作成していけばいいの
か、ということでいくつかのポイントを挙げてみますね。 

■ 良い記事ってどんな記事？ 

具体的に、どんな記事を作成して欲しいと思っているのかなかなか想像しずらいと思いましたので、
参考までにアクセスをよく集めている記事のURLを下に載せます。 

参考までに見ておいてください。 

参考記事：自分のサイトのURL 

これは、まさに今私が運営しているサイトで、そのなかでもよくアクセスを集めてくれた記事です。
今年の甲子園で大活躍した怪物一年生「坂口慎太郎」くんについて書いた記事ですね。 

FacebookやTwitterなどでも拡散されているのが分かるでしょうか？ 

今後書いていただいた記事は、こちらのサイトに掲載していきますので、どんな記事があるかな
ど、どんどん参考に見てみてください。 

初期の記事はヘタクソで参考になるかどうかわかりませんが、それなりにネット上ではアクセス
が集まるサイトになっていますので、勉強にはなるかと思います。 

では、書き方のポイントについて、上の「坂口慎太郎」くんについて書いた記事を参考にしなが
ら解説していきます。 

■ タイトルに入っているキーワードについてしっかりと書く 

タイトル付けにもポイントがありますが、なかなか難しいですので、タイトルは私の方で作成しま
す。そして、そのタイトルに沿った内容で記事を作成していただきたいと思います。 

上の記事のタイトルは 

『坂口慎太郎の父母は日ハムファン！高校から現在、慶応での成績は？』 

と、なっています。ここで注目して欲しいのは、「このタイトルに引き寄せられて記事を読む人は、
何を知りたいか？」ということなんですね。 

つまり、この場合は「坂口慎太郎　高校　成績」とか「坂口慎太郎　父　日ハムファン」とか、
そんな検索ワードを打ち込んで、ヒットしたこの記事を開く人が多いということです。 



と、いうことは『坂口慎太郎　高校　成績』と打ち込んだ人には当然、坂口慎太郎くんの高校時
代の成績を教えてあげなくてはならないですし、『坂口慎太郎　父　日ハムファン』と打ち込ん
だ人には坂口慎太郎くんのお父さんが日ハムファンだと言われている証拠やそれに関する発言な
どを掲載してあげなくてはならないわけです。 

そこで、タイトルをよく読んで、きちんと検索者の知りたい答えが返ってくるような内容を書いて
いく必要があります。 

『坂口慎太郎の父母は日ハムファン！高校から現在、慶応での成績は？』 

というタイトルをよく読んでみると、およそ４つ程度の段落で書くと良いのが分かります。 
タイトルから段落を考えてみると、 

１．坂口慎太郎くんの父母が日ハムファン 
２．高校時代の成績 
３．慶応大学での成績 
４．全体的な感想、まとめ 

という構成が良いです。簡単に内容を要約すると、こんな感じにまとまると思います。 

１． 
◆ 坂口慎太郎くん父母が共に北海道出身であることから日ハムファンだという証拠と発言 

坂口慎太郎くんの自宅にお邪魔するテレビ番組が放送されました。 
そこに坂口慎太郎くんのお父さんが登場しましたが、北海道出身ということもあり大の日ハム
ファンだという。 
坂口慎太郎くんが取材で将来の夢は「メジャーリーガー」と言いますが、お父さんは「その前に
日ハムだろ！」と息子の夢を一蹴しました。 
こんな発言からも、清坂口慎太郎くんのお父さんは熱狂的な日ハムファンだということがわかり
ますよね。 

２． 
◆ 坂口慎太郎くんの高校時代の成績を調べて書く 

そんな坂口慎太郎くんの高校時代の成績も素晴らしく、なんと「～～～～～～（調べたことを記
入）」なんだそうです。また、○○大会では最優秀賞を獲得し、◯◯代表として世界大会にも出
場しなんと4番バッターを務めています。 

※必要なことを書いたうえで字数があまりに少なくなってしまうときは、自分の意見も少し加え
ましょう。（例）こんな若いときから素晴らしい成績を出していたなんて、素晴らしいですね。 



とかとか。難しく考えずになんでも率直な意見でOKです。 

３． 
◆ 慶応大学での成績を調べて書く 

そして今年無事慶応大学に入学した坂口慎太郎くんですが、なんと、あの名門慶応でも、1年生で
4番バッターという大仕事を任されたそうです！ 

更に、甲子園の一回戦では「～～～～～（調べたことを記入）」、二回戦では「～～～～～（調
べたことを記入）」。 

既にホームラン数では過去の甲子園記録で王貞治さんと並ぶという天才ぶりを発揮しています。 

これから行われる三回戦、四回戦の活躍にも注目が集まりますね！←不自然にならない程度に文
章をまとめる 

４． 
◆ 全体的な感想、まとめと自分の言葉で書く 

ここまで見てきた通り、熱狂的日ハムファンのご両親の元で育った坂口慎太郎くんは、高校、大
学ともに素晴らしい成績を残し続けてきています。 

次回の慶応大学の決戦日は○月○日（曜日）○時から、VS○○大学です。 

現在行われている甲子園でも最注目選手ですので、これを機にこの記事を読んだあなたも慶応大
学、そして坂口慎太郎くんを応援していきましょう！ 

それでは最後までお読みいただき、ありがとうございました。 

※ここはなんでも良いですが、意外とまとめや意見、感想は大事です。 
サッと記事の内容をまとめたあとで、なんとなく感想を入れると良いと思います。 
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と、いうような感じです。 

３～４段落構成のときは、大体１段落300字程度を目指して書いて　いくだけでも意外とあっと
いう間に1000文字に達してしまいます。 

文字数が多い分には構いませんので、あまりそこは気にせず、最低1000文字は書くようにしてく
ださい。 

また、記事の途中にいくつか「（調べたことを記入）」と書きましたがここは記事を書くのに最
低限必要な情報ですので、ご自分で調べていただきたく思います。 

と、いっても「坂口慎太郎　高校　成績」と打ち込めば簡単に出てきますので、難しいことはな
いと思います。どうしても分からない等あれば、ご相談ください。 

記事は毎回添削しますので、なにかこうした方が良いなどあれば言っていきます。なので、その都
度修正点を踏まえて書いていただければ、きっと短期間で驚く程上達すると思いますので、ぜひ、
楽しくやっていきましょう！ 

こんな記事が書きたいんです！とか、こんなことに詳しいんです！などあればぜひおっしゃってく
ださいね。楽しく書ける記事をたくさん書いていただく方が良いと思いますので、そういったこ
とはご遠慮なさらず教えてください。 

では、なにか質問等あれば随時ご連絡くださいませ。 
今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます。 


